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一般会計 担当課

事務事業名 担当部

根拠法令・個別計画
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総合計画

分野別計画

予算区分

事業期間

健康づくりのための環境を整備する

1

平成１２年度以前

保健福祉

4

～

保健センター　

予防係

31

平成３０年度以降

健康づくり

◆平成24年度実施内容

・保健センターは、昭和63年4月に建設され、その建物を安全に維持管理するために、エレ

ベーター、自動ドア、空調等機械の保守点検を実施した。

・保健センターの清掃、害虫駆除、消毒等施設の衛生管理を実施した。

◆２４年度直接経費の内訳

　光熱水費・修繕料等（4,017千円）

　管理委託料（7,480千円）

　清掃道具等使用料（268千円）

　

○平成25年度実施内容

目的

（対象をどの様な

状態にするのか）

4か月・1歳6か月・3歳児健診、歯科健診、BCG、がん検診、各種相談・教室等において市民

が安全快適に保健センターを利用できるようにする。
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○平成25年度実施内容

・保健センターのエレベーター、自動ドア、空調等機械の保守点検については、平成24年度

と同様に実施する。

・保健センターの清掃、害虫駆除、消毒等施設の衛生管理については、平成24年度と同様

に実施する。

◆２５年度直接経費の内訳

　光熱水費・修繕料等（5,678千円）

　管理委託料（8,649千円）

　清掃道具等使用料（335千円）
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実実実実

事業実施におけ

る課題

保健センターは、昭和63年に建設され、施設、機械設備が老朽化してきており、大き

な不具合が発生する恐れがある。
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事業の

達成状況

4か月・1歳6か月・3歳児健診、歯科健診、BCG、がん検診、各種相談・教室等におい

て、市民が安全快適に保健センターを利用することができた。
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容容容容

事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

（対象や手段を見直す場合も含む）

２５年度における

事業の改善・見

直し内容（新規追

加事項、廃止・削

減事項等）
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性性性性

２６年度以降

の改善案

２５年度の保守点検、衛生管理の結果を踏まえ、定期点検の内容を精査していく。
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施施施施

結結結結

果果果果

昭和63年に開所し、施設、機械設備ともに老朽化してきており、今後より一層安全快

適に施設を利用するため、将来的に点検箇所や回数等の充実を図る必要があると考

える。

判定理由

判　定　理　由

維　持

定期点検を確実に実施する中で、点検箇所や回数等の充実を図る必要があるか確

認する。

維　持

エレベーター、自動ドア、空調機器等の不具合を見過ごすこととなり、重大な事故等が

発生することとなる。

事業を縮小・

廃止したときの

影響
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一次評価のとおり。

方向性の判定

方向性の判定


